
～企画展示「新幹線開業５０周年」解説～ 
 

現在からちょうど半世紀前の１９６４年１０月１日、東海道新幹線は営業運転を

開始しました。東京オリンピックに合わせて急ピッチで準備を完了した新幹線は、

当初は４時間、翌１９６５年には本来の計画通り、３時間１０分で「東京―新大阪」

間を結びました。 

鉄道斜陽論もささやかれた時代に完成した画期的な高速鉄道は、全世界に衝撃を

もたらしました。時速２００ｋｍでの営業運転は鉄道の新たな可能性を示し、鉄道

史に新しい未来を開きました。 

明治時代に、東海道本線がつながった時には、２０時間で結ばれた東西日本は、

リニア新幹線が完成する２０４５年には、ほぼ１時間で行き来できるようになりま

す。５０周年を機に新幹線や鉄道の資料を集めましたのでぜひご覧ください。 
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